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8月29日（月)10:30～16:30
　学習指導要領「生きる力」において ESD（持続可能な開発のための教育）は学校教育の
要とも言える概念となっています。ユネスコエコパークは「自然と人間社会の共生」を目的
としており、その核心地域である吉野熊野国立公園には持続可能な社会について考え・行
動を促す教育資源が多く含まれています。本事業では、これらを改めて学び、ユネスコエコ
パークを活用した特色ある学校教育を推進するとともに、教員同士の交流により当該エリア
の教育等を通じた地域間の交流・連携を生み出したいと考えています。
　今年度は、シカの食害対策など自然と人とのさまざまな関わり方がみられる「大台ヶ原」
をフィールドに、ガイド等による現地案内を通じて、今後の地域の特性を活かした教育につ
いて考えていきます。

主催　大台ヶ原・大峯山・大杉谷ユネスコエコパーク協議会 共催　環境省近畿地方環境事務所（予定）

※小雨決行（雨天の場合は、8/30(火)に順延）

参加費
無料

10:30　現地集合　趣旨説明等
11:00　東大台ルートのガイドツアー（途中昼食休憩）
15:30　ツアーをふまえた意見交換ワークショップ
16:30　現地解散

 リュックサック　雨具(なるべく合羽・レインウェア)　弁当（持参の方）

 飲み物　筆記用具　軽い上着　着替え　タオル　ステッキ（お持ちであれば）

歩きやすい服装（長ズボン）　歩きやすい靴（登山靴着用推奨）　帽子

協議会加盟自治体の教職員等30名（各市町村5名程度）

大台ヶ原ビジターセンター（吉野熊野国立公園内）
※送迎を希望される方は、各市町村での集合・解散場所を各市町村担当課に問合せください。

申込締切： 8/10



ご記入の上、各自治体担当宛にメールまたは FAX にてお送りください。

お名前

問い合わせ先・申込先

所 属
ふりがな

連絡先
TEL

希望する項目にチェックを入れてください

上北山村 企画政策課 TEL:07468-2-0002 FAX:07468-3-0265 kikakuseisaku@vill.kamikitayama.lg.jp
川上村 水源地課 TEL:0746-52-0111 FAX:0746-52-0345 suigenchi@vill.nara-kawakami.lg.jp
天川村 地域政策課 TEL:0747-63-0321 FAX:0747-63-0329 chiikiseisaku@vill.tenkawa.lg.jp
下北山村 地域振興課 TEL:07468-6-0001 FAX:07468-6-0377 kanko@vill.shimokitayama.lg.jp
五條市 文化財課 TEL:0747-24-2011 FAX:0747-24-2010 bunkazai@city.gojo.lg.jp
大台町 企画課 TEL:0598-82-3782 FAX:0589-82-1618 odai-ki@odaitown.jp

メールアドレス

集合時間・場所は各自治体に問合せ

大台ヶ原・大峯山・大杉谷ユネスコエコパークとは？

3つの機能と 3つのゾーン

核心地域 Core Area
生物多様性を保全する

学術的研究支援を行う

経済と社会を発展させる

「ユネスコエコパーク」は、豊かな生態系や生物多様性を守りながら文化的・経済的・社会的に持続可能な発展を目指している地域として、
国際連合教育科学文化機関「ユネスコ」が認定している「生物圏保存地域（Biosphere Reserve）」の日本での通称です。「世界自然遺産」
が原生の自然環境保護を目的とするのに対し、「ユネスコエコパーク」の目的は、生態系の保全と持続可能な利活用の調和。すなわち自然
と人間社会の共生を目指す取り組みなのです。2021 年 9月現在、世界では 131 か国、727 地域がユネスコエコパークに登録。日本では
10の地域が登録されています。
当ユネスコエコパークは、紀伊半島の中央部、三重県の大台町と奈良県の上北山村・川上村・五條市・下北山村・天川村・十津川村をまた
ぐ、地域で構成されています。

「ユネスコエコパーク」には、“生物多様性を保全する” “学術的研究支援を行う” “経済と社会を発展させる” という３
つの機能があり、その機能を果たすために「核心地域」「緩衝地域」「移行地域」の 3つのゾーンを設定しています。

多様な生態系が保たれている、生物多様性の

保全上、最重要とされる地域。法律などによっ

て厳格に保護し、長期的に保存しています。

緩衝地域 Buffer Zone

「核心地域」のバッファーとなる地域。持続

可能な発展のための調査や研究、エコツーリ

ズムや環境教育の場を提供しています。

移行地域 Transition Area

自然と共に発展する暮らしのモデルとなり

うる地域。居住区で、持続可能性を伴う地

域社会の発展や経済活動が図られています。

詳細はウェブサイトをご覧ください。

https://ooobr.jp/

※前泊・当日の現地宿泊を希望される方は、各市町村担当課にお問い合わせください。

予備日 お弁当 送迎8/30（火）の参加 希望（実費負担1000円）


